
四

三
島
山
遺
跡

三
島
山
遺
跡
は
新
町
集
落
の
北
方
で
、
国
道
二
〇
一
号
線
の
西
側
に
東

西
に
の
び
る
台
地
上
に
立
地
す
る
。
こ
の
台
地
上
の
東
西
約
三
〇
〇
㍍
、

南
北
約
一
〇
〇
㍍
の
広
い
範
囲
に
墓
地
や
集
落
関
係
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ

て
い
て
三
島
山
遺
跡
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
が
下
所
田
遺
跡
と
上

所
田
遺
跡
で
、
か
つ
て
緊
急
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

三
島
山
遺
跡
で
は
箱
式
石
棺
墓
や
土
壙
墓
な
ど
が
三
〇
基
以
上
確
認
さ

れ
、
石
剣
・
石
鏃
・
黒
曜
石
片
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
住
居
跡
が
存

在
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
が
、
宅
地
造
成
で
ほ
ぼ
消
滅
し
た
よ
う
だ
。

下
所
田
遺
跡

当
遺
跡
は
畑
地
の
開
墾
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
原
口
信

行
・
定
村
責
二
の
踏
査
で
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
破
壊

が
進
行
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
七
月
に

小
田
富
士
雄
を
中
心
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
（
小
田
富
士
雄
・
原
口
信

行
・
定
村
責
二
「
豊
前
京
都
郡
・
下
所
田
原
始
墳
墓
の
調
査
」
古
文
化
談
叢

第
１９
集
、
九
州
古
文
化
研
究
会
、
一
九
八
八
）。
調
査
以
前
に
す
で
に
箱
式

石
棺
墓
二
基
と
石
蓋
土
壙
墓
一
基
が
全
壊
し
て
お
り
、
一
基
の
箱
式
石
棺

墓
（
Ｄ
号
）
も
蓋
石
が
大
部
分
除
去
さ
れ
て
い
た
。
調
査
の
対
象
と
な
っ

た
遺
構
は
こ
の
Ｄ
号
を
含
め
た
箱
式
石
棺
墓
二
基
と
石
蓋
土
壙
墓
五
基
で

あ
る
（
表
２
―
５
）。

Ｄ
号
箱
式
石
棺
墓
は
他
の
埋
葬
施
設
と
は
方
位
が
や
や
異
な
る
。
蓋
・

側
壁
の
残
存
し
て
い
た
す
べ
て
の
石
が
花
崗
岩
で
、
一
部
に
粘
土
目
張
り

が
残
っ
て
い
た
。
棺
の
内
面
に
は

赤
色
顔
料
の
塗
布
が
著
し
い
が
、

副
葬
品
は
な
い
。
棺
の
全
長
は

一
・
四
三
㍍
で
、
成
人
用
の
棺
と

考
え
ら
れ
る
。

１
号
石
蓋
土
壙
墓
は
蓋
石
の
一

枚
が
緑
色
結
晶
片
岩
で
、
他
は
花

崗
岩
を
使
用
し
て
い
る
。
棺
全
長

は
一
・
五
三
㍍
で
、
成
人
棺
で
あ

る
。
西
側
蓋
石
の
直
上
で
、
長
さ

七
・
八
�
、
幅
四
・
五
�
の
袋
状

鉄
斧
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
埋
葬
施
設
に
伴
う
も
の
か
ど
う

か
不
明
で
あ
る
。

２
号
大
の
箱
式
石
棺
墓
は
西
側

の
小
口
に
緑
色
結
晶
片
岩
を
使
用

す
る
が
他
は
す
べ
て
花
崗
岩
で
構

築
し
て
い
る
。
床
面
は
東
側
に
比

べ
て
西
側
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

棺
全
長
一
・
五
三
㍍
の
成
人
棺
で

あ
る
。

２
号
小
の
石
蓋
土
壙
墓
は
２
号

表２―５ 下所田遺跡埋葬施設一覧表

赤色
顔料

有

不明

不明

不明

不明

有

不明

粘土
目張

有

不明

不明

不明

不明

不明

不明

蓋石
枚数

４

６

６

３

７

４

６

主体部の規模（単位：m）

深 さ

０．５０

０．２７

０．４９～０．４２

０．２０～０．１５

０．３６～０．３０

０．３５

０．４０～０．３５

幅

０．４０

０．５２～０．４０

０．４２～０．３０

０．３６～０．１５

０．５６～０．３０

０．５２～０．３５

０．５０～０．３０

長さ

１．４３

１．５３

１．５３

０．８０

１．６０

１．４５

１．６２

推定
頭位

不明

不明

W

E

W

N

N

方 位

N－７２°－E

S－７３°－E

N－７３°－W

N－８５°－E

N－７９°－W

N－１７°－E

N－３°－E

遺構の種類

箱式石棺墓

石蓋土壙墓

箱式石棺墓

石蓋土壙墓

石蓋土壙墓

石蓋土壙墓

石蓋土壙墓

遺構の符
号・番号

D号

１号

２号大

２号小

３号

４号

５号
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1

2

0 10cm

大
の
箱
式
石
棺
墓
の
北
側
に
接
す
る
が
、
頭
位
は
逆
方
向
を
向
い
て
い

る
。
棺
全
長
は
〇
・
八
〇
㍍
と
小
さ
く
、
小
児
用
の
棺
で
あ
る
。

３
号
石
蓋
土
壙
墓
は
蓋
石
に
花
崗
岩
・
緑
色
結
晶
片
岩
・
灰
色
の
結
晶

片
岩
な
ど
七
枚
の
石
材
を
使
用
し
て
い
る
。
床
面
は
西
側
が
東
側
に
比
べ

て
一
〇
�
高
い
。
棺
全
長
一
・
六
〇
㍍
の
成
人
棺
で
あ
る
。

４
号
石
蓋
土
壙
墓
の
蓋
石
は
南
端
の
一
枚
が
砂
岩
で
あ
る
が
、
他
の
三

枚
は
板
状
の
花
崗
岩
で
あ
る
。
棺
内
に
は
赤
色
顔
料
の
塗
布
の
疑
い
が
あ

る
。
棺
全
長
は
一
・
四
五
㍍
で
、
成
人
棺
と
考
え
ら
れ
る
。

５
号
石
蓋
土
壙
墓
の
蓋
石
に
は
花
崗
岩
・
緑
色
結
晶
片
岩
・
灰
色
結
晶

片
岩
な
ど
六
枚
の
石
材
を
使
用
し
て
い
る
。
床
面
は
相
対
的
に
北
側
が
高

く
中
央
付
近
が
や
や
低
く
な
っ
て
い
る
。
棺
全
長
は
最
長
の
一
・
六
二
㍍

を
は
か
る
成
人
棺
で
あ
る
。

当
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
２
号
の
大
小
二
つ
の
埋
葬
施
設
は
そ
の
配
置
か

ら
み
て
被
葬
者
同
士
が
血
縁
関
係
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
埋
葬
施
設
か
ら
は
土
器
が
出
土
し
て
い
な
い
た
め
遺
跡
が

営
ま
れ
た
詳
細
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

上
所
田
遺
跡

当
遺
跡
の
概
要
は
一
九
五
九
年
七
月
に
『
九
州
考
古

学
』
７
・
８
号
に
掲
載
さ
れ
た
昭
和
三
十
四
年
度
西
日

本
史
学
会
春
季
大
会
考
古
学
関
係
発
表
要
旨
の
中
で
、
定
村
責
二
・
渡
辺

正
気
ら
が
「
福
岡
県
京
都
郡
勝
山
町
上
所
田
の
石
蓋
土
�
群
」
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
関
係
部
分
を
以
下
に
引
用
す
る
。

遺
跡
は
附
近
水
田
よ
り
比
高
２０
米
位
の
小
丘
の
尾
根
よ
り
南
斜
面
に
か
か
る
。
す
で

に
昭
和
二
十
九
年
夏
、
原
口
信
行
・
小

田
富
士
雄
両
氏
と
定
村
が
尾
根
附
近
の

箱
式
石
棺
２
基
、
石
蓋
土
壙
５
基
を
調

査
し
た
。
今
回
の
も
の
は
そ
の
す
ぐ
南

斜
面
で
１
グ
ル
ー
プ
を
な
し
て
い
た
。

開
墾
中
の
発
見
で
詳
細
は
不
明
だ
が
、

１
基
の
箱
式
石
棺
と
５
―
６
基
の
石
蓋

土
壙
。
す
べ
て
通
例
の
大
き
さ
で
、
主

軸
は
東
西
、
頭
位
は
不
明
。
石
蓋
土
壙

は
５
―
６
個
の
花
崗
岩
の
蓋
石
、
箱
式

石
棺
も
棺
身
は
花
崗
岩
で
、
蓋
石
の
み

５
―
６
個
の
緑
泥
片
岩
だ
っ
た
ら
し

い
。
遺
物
は
、
２
基
の
石
蓋
土
壙
か
ら
各
々
一
面
の
古
鏡
が
出
土
し
た
の
み
。
一
つ

は
長
宜
子
孫
銘
の
内
行
花
文
鏡
の
破
片
の
み
を
副
葬
。
他
は
三
角
縁
の
鳥
文
鏡
の
部

類
で
完
形
（
径
８
・
２
糎
）
で
あ
つ
た
が
、
発
掘
時
破
さ
い
し
、
現
在
手
元
に
は
３

分
の
１
大
の
小
片
し
か
な
い
。

こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
銅
鏡
は
と
も
に
後
期
終
末
の
時
期
の
も
の
と
考
え

な
い
こ
う

か

も
ん
き
ょ
う

ら
れ
る
。
内
行
花
文
鏡
（
図
２
―
５５
・
１
）
は
直
径
一
八
・
五
�
前
後
に

復
元
さ
れ
る
や
や
大
形
の
舶
載
鏡
片
で
、
中
央
の
紐
の
周
り
の
四
葉
座
の

さ
ん
か
く
ぶ
ち
ち
ょ
う
も
ん
き
ょ
う

間
に
「
長
」
と
「
孫
」
の
二
文
字
が
認
め
ら
れ
る
。
三
角
縁
鳥
文

鏡

（
同
・
２
）
も
舶
載
鏡
で
、
直
径
八
・
二
�
の
小
形
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら

や
り
が
ん
な

の
銅
鏡
以
外
に
も
鉄
鏃
と
	
が
出
土
し
て
い
る
。

図２―５５ 上所田遺跡出土銅鏡

第２編 先史・原始
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